
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 37 （回答者数） 28

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 9 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

・児童に接する仕事関係で、現場経験のある職員が多い事。 ・それぞれの得意分野が違うため、得意な事や強みを生かせる。

・療育に関して熱量が高い事。 ・個々で勉強し、知識を深めたり、研修に参加することで

療育の幅を広げていける事。

・職員間で、方向性や意見のずれがあまりない事。

（一体感がある。職員同士の連携が取れる。）

・朝礼やその他の業務の際に話し合う時間を設けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・計画の共有が足りていない。 ・児発管が積極的に共有の場を設けていく。

・人によって児童に対しての対応方法が違うのはいいが、注

意するべきところで、声を掛ける職員とかけずに一歩引いて

しまう職員がいて、児童が職員によって態度を変えるきっか

けを作ってしまっている。

・現場でその場で声を掛け合っていく。

・今一度声を掛けるべきところを見直していく。

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら新白岡駅前教室

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


